














Toward the Succession of Subsistence Agriculture and
 Forestry in Mountainous Regions:
Results and Challenges of a Practical Study






 In the mountainous regions of western Shimane Prefecture, where the broadleaf forest 
is vast and the structure of farmland and population is small and decentralized, people have engaged in 
subsistence agriculture and forestry using small paddies and fields, as well as a variety of other mountain-
related occupations, since before the modern era. Through live-in fieldwork conducted in Yasaka village 
in this area, the authors revealed the villagers’ attitudes toward life and the totality of life under which 
they carry out subsistence agriculture and forestry in their mountain village. In addition, after coming to 
understand the characteristics of subsistence agriculture and forestry carried out in this village, we tested 
an initiative to facilitate the transmission of those characteristics to the next generation and determined the 
conditions and challenges that may enable this succession.
 Our fieldwork indicated that subsistence agriculture and forestry practices followed by 
the residents of this mountain village have been passed down as important activities that support social 
connections among relatives and friends, in addition to being a means for them to support themselves by 
utilizing materials that are at hand as part of the natural environment. Meanwhile, the newcomers from 
the city have critical views of modern society and what they see as its limitations and challenges of, and 
consider subsistence agriculture and forestry as a good means of subsistence and a substitute for modern 
urban living.
 These findings indicate that the subsistence agriculture and forestry practices followed in 
the mountain village may be passed down from village residents to newcomers along with a newly formed 
community culture, and that it is essential to develop a method that takes into account the communal 
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characteristics of subsistence agriculture and forestry in order to ensure the succession of the rural life and 
culture.





















































































































地総面積は 257ha で、うち水田 235ha、普通畑
20ha、樹園地 2ha と耕地の大部分を水田が占め
る 5）。
　住民の就業状況は、第 1 次産業 243 人（32.1％）、
第 2 次産業 130 人（17.2％）、第 3 次産業 384 人
（50.7％）であり、農外就業が最多となっている。
就業分野の主な内訳は農業 226 人、医療福祉 125
人、製造業 71 人、建設業 58 人、卸売業・小売
業 51 人、公務 46 人である 6）。農業のほかに、医
療福祉分野の就業者が多く、弥栄町内では同分野
に 100 名程度の雇用吸収力がある。このほか 20




























おり、2013 年 4 月 1 日現在の高齢化率は 44.5％
である。27 集落のうち、高齢化率 50％を超える
集落は 11 あり、うち世帯数 10 戸以下の小規模・














































































































































































































































4 月現在で同集落には 15 世帯、31 人が暮らして

























































住する 20 代から 30 代の若者に共通する特徴で
もある。生計を立てる手段としての農業と、自己
























































































にあたる 30a 未満層は前記を含めて総計 105 戸
（42.7％）あり、数 a から 30a 未満の小規模農家
が地域内に層として存在していた（表 1）。また、
回答戸の山林保有規模では、農林業センサスから
除外される 1ha 未満層が 30 戸（14.3％）存在し、



















表 1．経営耕作地面積別農家数－筆者らの調査と 2010 年農業センサスの比較
表 2．保有山林面積別林家数－筆者らの調査と 2000 年林業センサスの比較
1）配布総数 639 戸、うち 246 戸が経営耕地面積について回答。
2）販売農家が調査対象。
1）配布総数 639 戸、うち 210 戸が山林保有面積について回答。
2） 2005 年林業センサス以降は、「3ha 以上の山林保有主体のうち森林施業計画を樹立している
者または過去 5 年間に林業作業を実施した者」、または「育林や素材生産（年間 200m3 以上）
を受託または立木買取り生産（年間 200m3 以上）する者」のみが調査対象となった。































114 戸（37％）、三人以上の世帯は 97 世帯（31％）、
不明 17 戸（5％）であり、全 312 世帯中 208 世
帯に 65 歳以上の高齢者がいる。回答世帯の構成
員を、A：15 歳未満、B：15 歳以上 65 歳未満、
C：65 歳以上と年代別に区分し、全ての年代層が
含まれる世帯（A ＋ B ＋ C タイプ）、または特定
の年齢層のみを含む世帯（A ＋ B タイプ、B ＋













に、65 歳以上高齢者がいる世帯（C 世帯、B ＋
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山村における自給的農林業の継承をめざして









































注） 回答世帯の構成員を、A：15 歳未満、B：15 歳以上 65 歳未満、C：65 歳以上
と年代別に区分し、全ての年代層が含まれる世帯（A ＋ B ＋ C タイプ）、また
は特定の年齢層のみを含む世帯（A ＋ B タイプ、B ＋ C タイプ、B タイプ、C
タイプ）に、世帯員の年齢について回答のあった 292 戸を分類した。



















































図 2．やさか有機の学校の実施体制（相川 2012 に加筆）



































　地元住民の参加は、第 1 回は 1 名とわずかだっ

















注 1：上記のほか 10 月に東広島市に視察を実施し、3 月に野菜の播種を行った。
注 2：本表は（相川，2012）内の表 4 をもとに新たなデータを加えたものである。




























































































































































































































































































クを実施した島根県浜田市弥栄町には 2012 年 9
月時点で 47 世帯、97 名の移住者が確認できた。





























8） 3.1 節の記述は 2013 年 12 月 1 日と 2014 年 1
月 25 日に実施した田野島秋美さんへの聞き取り
調査結果に基づいている。











14） 5.1 節の記述は（相川，2012；相川 2013a；相
川 2013b；相川近刊）を基に新たなデータを加
えたものである。
15） 島根県も同時期から「半農半 X 型」農業への支
援制度を創設し、2013 年 9 月現在で 21 名の研
修修了者が県内に居住しており、うち 18 名が就
農地として山村（中山間地域）を選んでいる（2013





















































考える」『国民と森林』117 号 : 2-5.
福島万紀，2013，「『休日林業』による資源集積と
経済循環システム」『戦略的創造研究推進事業 








































02-03_相川・福島_vol4.indd   95 14/03/20   17:36
